














学位記番号第 1 5 838 号
学位授与年月日 平成 13 年 1 月 29 日

























第 6 章では、振子式の同調型質量ダンパー (TMD) のプラント構造物への応用について示している。その制振シ

















(3) 水平一方向型及び全方向型動吸振器 (TMD) を付加した塔状構造物について、全体系の等価減衰定数及び振子
振幅のコンターで評価した制振効果から最適固有振動数比及び TMD の最適減衰定数を求め、これを実験によっ
て確認している。
以上のように本論文は製鉄プラント構造物の動力学特性を評価し、その制振システムについて明らかにしたもので、
構造動力学、構造工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
? ??
